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新 年度予算
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令
和
２
年
度
予
算
を　

議
会
が
チ
ェ
ッ
ク！

各
会
派
が
予
算
要
望
書
を
提
出

各
部
局
が
予
算
要
求
書
を
提
出　

　
　
↓

財
政
当
局
に
よ
る
予
算
ヒ
ア
リ
ン
グ

　
　
↓

副
市
長
・
財
政
経
営
部
長
査
定

　
　
↓

市
長
査
定

　
　
↓

予
算
案
の
決
定

　
　
↓

予
算
書
案
の
作
成

記
者
発
表

２
月
定
例
会

市
長
か
ら
予
算
案
の
提
出

施
政
方
針
演
説

　
　
↓

代
表
質
問　
Ｐ
４
～
７
へ

会
派
の
代
表
者
が
施
政
方
針
や
予
算

編
成
に
対
し
て
行
う

　
　
↓

常
任
委
員
会
へ
付
託

予
算
審
査　
Ｐ
８
～
９
へ

３
つ
の
常
任
委
員
会
で
所
管
す
る
各

分
野
に
つ
い
て
専
門
的
に
審
査
す
る

　
　
↓

採
　
決

委
員
長
報
告　
　

委
員
会
で
の
審
査
の
経
過
お
よ
び
結

果
に
つ
い
て
報
告
す
る

　
　
↓

討
　
論
　
　

予
算
案
に
対
し
、
賛
成
か
反
対
か
の

意
見
を
表
明

　
　
↓

採
　
決

　
　
↓

本 会 議本 会 議 委 員 会

18日２月27日・28日17日 11月12月１月２月２日〜９日３月

「新たな希望に向かって

�持続的発展を図る積極型予算」

‐主な事業‐

●ガーデンシティみしま花飾り事業
　中心市街地に設置した立体花飾りの維持管理
等を市民ボランティアと協働で行うとともに、
さらに多くの市民や企業との協働を進めるた
め、市民向け講習会を開催しボランティア活
動の充実を図ります� …2,184 万円

●三島駅南口東街区再開発事業
　準備組合が実施する事業計画作成費について
補助金を交付するとともに、市民意見等を踏
まえた事業計画となるよう、準備組合および
事業協力者と連携して検討を進めていきます
� …１億 8,487 万円

令和２年度各会計別予算

※金額については、調整により万円単位で表記しています。
※�予算編成基本方針内の各事業については、「令和２年度予算案ビジュアル版」より抽出しています。

‐主な事業‐

●小・中学校コンピュータ整備事業
　小学校５校のパソコン教室のパソコンをタブ
レットパソコンに更新するほか、電子黒板や
プログラミング教育用機器の拡充を行い ICT
化を推進します� …２億 403 万円

●体育施設整備事業
　安全・快適に利用できるよう南二日町人工芝
グラウンドの人工芝張り替え工事をはじめ、
市民体育館や市民温泉プール等の改修・修繕
を行います� …１億 4,897 万円

●スマートウエルネスみしま推進事業
　市民が健康で幸せと感じられ、まちも産業も
活力あふれる“健幸”都市みしまの実現を目
指します� …2,357 万円

＼その他の注目ポイント／

●スマート市役所推進事業
　ＡＩを活用した案内サービスや市保有情報の積極的なオープンデータ化、庁内文書の

ペーパーレス化、定型業務を自動化するＲＰＡ（ロボティック・プロセス・オートメー
ション）技術の導入、産官学民が連携したデータ利活用によるスマートシティ構築な
ど、デジタルファーストによる行政運営のサービスの推進を図ります� …1,117 万円

●みしまファンネット推進事業
　シビックプライドの醸成とシティプロモーション

を一体的に推進し、市内外の人の共感を得て市民
満足度の向上と定住・交流人口の増加を図ります。
令和２年度は、三島の魅力を伝える広告動画を制
作し、YouTube に掲載します� …429 万円

‐主な事業‐

●放課後児童クラブ整備事業
　沢地小学校と中郷小学校の余裕教室を放課後
児童クラブに改修します� …3,262 万円

●老人福祉推進事業（301 万円）
　〈県内初〉　認知症高齢者等個人賠償責任保険
　認知症の方が起こした事故により法律上の損
害賠償責任を負う場合に、これを補償する保
険に市が加入し、認知症の方およびその家族
が安心して地域で暮らし続けられるよう支援
します　　　　　　　　　　　　� …18 万円

●排水ポンプ車導入事業
　近年多発する大雨や台風による浸水被害を最
小限に抑えるとともに、内水排除体制のさら
なる増強を図ります� …5,810 万円

コミュニティのきずなでつくる
　地域の安全・安心な暮らしと
　優しさあふれる子育て・福祉の推進
125 億 1,038 万 5 千円

元気で活発な市民を育む
スマートウエルネスの推進と
　未来へつなぐ教育・文化の充実
36 億 584 万 ３ 千円

世界を魅了するガーデンシティと
新たな時代に向けた
賑わい・活力あふれるまちづくり
41 億 3,243 万 １ 千円

会計別 令和２年度 令和元年度 前年度比
一般会計 380億5,000万円 359億円 21億5,000万円

特
別
会
計

国民健康保険 112億4,072万円 110億9,866万円 1億4,206万円
介護保険 80億6,404万円 77億2,494万円 3億3,910万円
後期高齢者医療 14億7,204万円 13億8,030万円 9,174万円
墓園事業 579万円 584万円 ▲5万円
駐車場事業 24億9,317万円 6,337万円 24億2,980万円
小計 232億7,576万円 202億7,311万円 30億265万円

水道事業会計 23億  237万円 25億5,866万円 ▲2億5,629万円
下水道事業会計 45億9,834万円 42億8,370万円 3億1,464万円
合計 682億2,647万円 630億1,547万円 52億1,100万円

予
算
が
成
立
す
る
ま
で

　
市
は
、
１
年
間
に
ど
の
く
ら
い
の
収
入
が
あ
る
か
を
見
積
も
り
、
ど
の
よ
う
に
使
う
か

を
計
画
し
、
予
算
案
を
作
成
し
ま
す
。

　
市
議
会
で
の
審
議
を
経
て
予
算
案
が
可
決
さ
れ
る
と
、
予
算
が
成
立
し
ま
す
。

　
２
月
定
例
会
に
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か
７
会
計
の
令
和
２
年
度
予
算
案
が
提
出
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
全
て
可
決
し
ま
し
た
。

歳出

一般会計予算を目的別に分類すると…
その他
0.1%

市議会の
活動・運営に
0.7%災害の

復旧に
0.1%

高齢者や
障がい者、
子育てなどを
支えるために
34.6%

ごみの処理
や市民の
健康増進に
12.1%

道路や公園の
整備に
12.0%

学校教育、
社会教育
などに
12.2%

借金の
返済に
9.3%

税務事務など
9.1%

消防や
救急に
4.6%

労働・農林・
商工費
5.2%



議
会
が
チ
ェ
ッ
ク
！ 

▼
▼
▼

代
表
質
問
会
派
の
代
表
者
が
施
政
方
針
や
予
算
案
の
大
要
に
対
し
て
質
問
し
ま
し

た
。
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

台
風
19
号
を
教
訓
に
、
災
害

発
生
情
報
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
等
の
被
災
想
定
情
報
の
共
有
、
避

難
勧
告
・
避
難
指
示
等
警
戒
レ
ベ
ル

の
発
令
、
内
水
氾
濫
対
策
、
避
難
所・

福
祉
避
難
所
の
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

精
査
、
避
難
先
の
多
方
面
化
な
ど
、

今
後
の
対
応
を
伺
う
。

問

代 表質問
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生
命
・
財
産
を
守
り
被
害
者
を
出
さ
な
い
防
災
体
制
の
整
備
を

令
和
２
年
度
は
、
台
風
が
接

近
す
る
た
び
に
国
土
交
通
省

か
ら
借
用
し
て
い
る
排
水
ポ
ン
プ
車

を
、
さ
ら
な
る
内
水
対
策
強
化
の
た

め
、
市
独
自
に
２
台
導
入
す
る
。
ま

た
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風（
台
風
19

号
）の
際
、
氾
濫
手
前
ま
で
増
水
し
た

中
小
河
川
の
水
位
情
報
を
把
握
す
る

た
め
、
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
。

答

ス
マ
ー
ト
市
役
所
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
業
務
効
率
向
上

Ａ
Ｉ
の
活
用
や
Ｒ
Ｐ
Ａ
技
術

の
導
入
等
、
申
請
手
続
き
の

簡
素
化
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
事

務
の
自
動
化
に
よ
る
業
務
効
率
の
向

上
等
が
期
待
さ
れ
る
が
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ

ｅ
ｔ
ｙ
５・
０
の
実
現
に
向
け
た
ス

マ
ー
ト
市
役
所
の
推
進
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

問

デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
で
ス

マ
ー
ト
市
役
所
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
利
便
性
の
高
い
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
図
ら
れ
る
と
と

も
に
、
業
務
運
営
に
つ
い
て
も
効
率

化
が
図
ら
れ
、
生
産
性
の
高
い
行
政

運
営
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
職

員
の
働
き
方
改
革
に
も
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

答

人
材
確
保
に
悩
む
中
小
企
業
に
配
慮
し
た
働
く
場
所
の
確
保
を

報
道
に
よ
る
と
、
三
島
市
内

の
中
小
企
業
は
県
内
で
も
格

別
に
苦
し
く
、
そ
の
理
由
の
第
一
は

人
手
不
足
・
採
用
難
と
な
っ
て
い
た
。

市
が
「
新
た
な
雇
用
の
場
の
確
保
」

を
掲
げ
る
姿
勢
は
、
さ
ら
な
る
現
状

悪
化
も
予
見
さ
れ
る
が
、
見
解
を
伺

う
。 問

人
手
不
足
の
根
本
的
課
題
で

あ
る
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
は
若
者
の
流
出
が
主
な
要
因
の
た

め
、
企
業
誘
致
に
よ
る
良
好
な
働
く

場
の
確
保
、
市
内
企
業
の
魅
力
向
上

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
女
性
の
起

業
や
就
労
支
援
、
外
国
人
労
働
者
の

活
用
、
移
住
定
住
施
策
な
ど
、
多
角

的
な
施
策
の
実
施
が
肝
要
で
あ
る
。

答

三
島
市
が
目
指
す
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
へ
の
取
り
組
み

令
和
３
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
三
島
市
第
５
次
総
合
計

画
の
策
定
に
お
い
て
、
持
続
可
能
な

開
発
目
標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取

り
組
み
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
の
か
伺
う
。

問

総
合
計
画
の
将
来
都
市
像
の

実
現
に
合
わ
せ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
目
標
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を

積
極
的
に
推
進
す
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

ゴ
ー
ル
を
ア
イ
コ
ン
で
明
示
す
る
ほ

か
、
市
の
取
り
組
み
が
ど
の
よ
う
に

寄
与
す
る
の
か
示
し
、
イ
ベ
ン
ト
の

チ
ラ
シ
等
へ
も
表
記
す
る
こ
と
で
市

民
へ
の
啓
発
を
図
っ
て
い
く
。

答

感
染
拡
大
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
生
命
健
康
を
守
る
対
策
は

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、
国
際
的
緊
急
事

態
を
宣
言
、
国
内
で
は
指
定

感
染
症
に
指
定
さ
れ
た
。
感
染
拡
大

の
阻
止
に
向
け
、予
防
と
検
査
体
制
、

発
生
時
の
搬
送
経
路
や
搬
送
先
、
市

民
へ
の
周
知
方
法
、
県
・
医
師
会
・

自
治
会
・
他
市
町
と
の
連
絡
体
制
な

ど
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

問

最
新
の
情
報
等
を
市
民
へ
周

知
す
る
と
と
も
に
感
染
の
疑

い
の
あ
る
方
は
、
帰
国
者
・
接
触
者

相
談
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
指
定
医
療

機
関
に
つ
な
げ
る
体
制
と
な
っ
て
い

る
。
三
島
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
本
部
を
設
置
し
、
国
や

県
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
市
と
し

て
で
き
得
る
限
り
の
対
策
を
行
う
。

答

公
共
施
設
保
全
計
画
に
お
け
る
モ
デ
ル
事
業
の
推
進

公
共
施
設
の
目
標
使
用
年
数

が
80
年
に
延
長
さ
れ
た
。
構

造
体
耐
久
性
調
査
等
の
結
果
に
よ
り

計
画
の
見
直
し
や
前
倒
し
も
想
定
さ

れ
る
た
め
、
市
民
合
意
の
下
、
先
手

の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
が
、
モ

デ
ル
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

問

今
後
10
年
以
内
の
取
り
組
み

の
一
つ
で
あ
る
長
伏
プ
ー
ル

の
廃
止
に
当
た
っ
て
は
、
長
伏
公
園

全
体
を
対
象
と
し
た
整
備
に
つ
い
て

Ｐ
ａ
ｒ
ｋｰ

Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
公
民
連
携
に

よ
る
手
法
の
導
入
も
視
野
に
入
れ
、

地
域
の
皆
さ
ま
の
声
を
聴
く
中
で
ス

ポ
ー
ツ
健
幸
都
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
環
境
を
整
備
し
て
い
き
た
い
。

答

三
島
駅
周
辺
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
お
け
る
広
域
医
療
拠
点
と
は

東
街
区
の
再
開
発
に
お
い

て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
高
さ
・

金
額
な
ど
は
話
題
だ
が
、
事
業
の
核

で
あ
る
医
療
拠
点
が
未
決
定
で
あ

る
。
広
域
医
療
拠
点
の
整
備
事
業
に

は
、
予
算
付
け
や
賛
否
を
判
断
す
る

前
提
と
し
て
医
療
施
設
の
選
定
が
不

可
欠
で
あ
る
が
、進
捗
状
況
を
伺
う
。

問

現
段
階
で
は
、
進
出
条
件
面

が
未
定
の
た
め
、
進
出
企
業

等
と
の
具
体
的
な
協
議
は
都
市
計
画

決
定
後
と
な
る
が
、
ス
マ
ー
ト
ウ
エ

ル
ネ
ス
を
核
と
し
た
広
域
健
康
医
療

拠
点
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ま
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
施
設
と
な
る
よ
う
、

三
島
市
医
師
会
と
も
相
談
を
重
ね
具

体
的
な
導
入
機
能
を
定
め
て
い
く
。

答

学
校
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
な
ど
の
効
果
的
な
活
用

電
子
黒
板
や
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
環
境
・
活

用
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
と
併
せ
て
、

新
年
度
に
小
中
学
校
の
学
習
指
導
要

領
が
改
訂
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
教

育
現
場
の
負
担
が
増
す
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
負
担
軽
減
に
対
す
る

見
解
を
伺
う
。

問

小
学
校
英
語
の
教
科
化
に
向

け
、
英
語
専
科
教
員
の
配
置

拡
充
を
県
教
育
委
員
会
に
要
望
し
て

い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
は
、

研
究
指
定
校
を
中
心
に
授
業
実
践
を

進
め
て
い
る
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
を
見
据
え
、
教
員
研
修
の
実
施

や
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
整
備
な
ど
、
教

員
の
負
担
軽
減
に
向
け
方
策
を
図
る
。

答

再
開
発
準
備
組
合
へ
の
事
業
費
補
助
金
の
使
途
と
必
要
性
は

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開

発
事
業
に
お
け
る
再
開
発

準
備
組
合
の
事
業
費
は
、
国
・
県
・

市
の
補
助
に
組
合
負
担
を
入
れ

２
億
６
５
８
０
万
円
と
多
額
な
予
算

額
と
な
り
、
さ
ら
に
リ
ス
ク
の
高
い

階
段
を
上
る
。事
業
費
の
使
途
内
容・

必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

問

東
街
区
再
開
発
事
業
は
、
三

島
駅
周
辺
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
の
開
発
コ
ン
セ
プ
ト
に
合
致
す
る

重
要
な
事
業
で
あ
る
た
め
、
再
開
発

準
備
組
合
が
令
和
２
年
度
に
実
施
す

る
基
本
設
計
、
資
金
計
画
作
成
、
土

地
・
建
物
調
査
等
に
要
す
る
費
用
に

対
し
、
国
・
県
の
交
付
金
等
を
財
源

に
加
え
て
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

答

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
外
出
支
援
の
強
化
に
向
け
て

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
の
体
制

確
立
や
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
施
設
の
整
備
、
公
共
交
通

空
白
地
域
の
解
消
等
が
求
め
ら
れ
る

が
、
年
を
重
ね
て
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
分
ら
し
く
自
立
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

問

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
に
つ
い

て
は
、
補
助
制
度
を
含
め

た
説
明
会
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

の
目
標
年
度
と
な
る
２
０
２
５
年
を

見
据
え
、
令
和
２
年
度
に
は
ま
ず
１

か
所
、
モ
デ
ル
と
な
る
団
体
を
組
織

し
、
今
後
、
そ
の
活
動
を
他
の
地
域

に
広
め
て
い
く
。

答

大
場
地
区
・
土
地
利
用
可
能
性
調
査
と
将
来
的
な
市
の
取
り
組
み

東
駿
河
湾
環
状
道
路
の
大

場
・
函
南
Ｉ
Ｃ
周
辺
は
交
通

の
便
が
良
く
広
大
で
、
三
島
市
に
多

大
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
未
来
が
期
待

で
き
る
。
こ
の
調
査
で
地
域
の
声
を

吸
い
上
げ
、
計
画
実
現
の
た
め
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策
定
を
、
市
が
中

心
と
な
り
進
め
る
こ
と
を
望
む
が
ど

う
か
。

問

大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た
土

地
で
は
あ
る
が
個
別
法
に
よ

り
土
地
利
用
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
、

３
～
５
ｍ
の
浸
水
想
定
区
域
で
も
あ

る
。
ま
た
財
政
計
画
と
整
合
を
図
っ

た
多
額
の
事
業
費
の
確
保
も
必
要
と

な
る
た
め
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
可
能
性
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

答

命
を
守
る
防
災
減
災
と
自
助
共
助
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み

被
災
さ
れ
た
自
治
体
の
こ
れ

ま
で
の
災
害
対
応
の
経
験
や

教
訓
を
共
有
し
、
三
島
市
の
災
害
対

応
に
生
か
す
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
。 問

こ
れ
ま
で
本
市
で
は
、
東
日

本
大
震
災
や
令
和
元
年
東
日

本
台
風
な
ど
の
被
災
地
に
職
員
を
派

遣
し
、
被
災
自
治
体
の
経
験
や
教
訓

を
参
考
に
業
務
継
続
計
画
や
各
種
災

害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
て
き

た
。
今
後
も
派
遣
職
員
の
経
験
を
生

か
し
、
本
市
の
さ
ら
な
る
災
害
対
応

力
の
強
化
・
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

答

緑水会� 中村　仁

新政会� 大石　一太郎新未来 21� 川原　章寛
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代表質問代 表質問

67 みしま市議会だより　2020.5.1 みしま市議会だより　2020.5.1

　令和２年度みしま市議会だより表紙のテーマは、「三島の懐かしい風景」です。
　表紙の写真の場所は、どこかわかりますか？正解は三島大通り商店街です。
　明治末～大正初めに現在の大社町西交差点付近から広小路方面を撮影したものといわ
れています。
　また、表紙の罫は三嶋柄と呼ばれる、三島茶碗や三島暦にルーツを持つ文様で、現在、
三島商工会議所青年部の皆さんが、故郷に残された文化である「三嶋柄」を全国に発信
しようと活動を行っています。
　温故知新（古きをたずねて新しき
を知る）というように、歴史を振り
返ることから新たな発見を得ること
があります。
　先人が大切にしてきたことにあら
ためて目を向けてみてはいかがで
しょうか。
� 議会だより編集委員会一同

Ｑ．表紙の写真はどこでしょう

三
島
市
の
将
来
課
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め
に

人
件
費
を
減
ら
し
な
が
ら
市

民
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ

て
い
く
た
め
に
、
事
務
事
業
の
精
査

や
統
合
の
実
施
を
早
急
に
進
め
な
が

ら
、
民
間
の
力
を
最
大
限
生
か
す
べ

く
、
民
間
人
材
を
市
役
所
内
部
に
組

み
込
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

問

民
間
の
手
法
を
取
り
入
れ
る

た
め
に
は
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ

ン
の
も
と
、
活
用
す
べ
き
フ
ィ
ー
ル

ド
、目
的
や
目
標
を
き
ち
ん
と
定
め
、

組
織
体
制
を
整
備
し
な
い
と
う
ま
く

活
用
で
き
な
い
。
兼
業
・
副
業
な
ど

の
雇
用
形
態
を
含
め
、
民
間
活
力
導

入
の
効
果
の
検
証
を
進
め
る
中
で
可

能
性
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

答

予
算
編
成
と
財
政
運
営

予
算
案
に
お
い
て
本
市
の
市

債
は
平
成
30
年
度
決
算
よ

り
約
15
億
円
増
え
、
過
去
最
大
の
約

４
０
３
億
円
と
な
り
、
市
債
は
今
後

も
増
え
続
け
て
い
く
と
い
う
財
政
計

画
だ
が
、
市
長
の
公
約
で
あ
る
市
債

増
ゼ
ロ
は
す
で
に
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
た

の
か
伺
う
。

問

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴

い
前
倒
し
で
事
業
を
実
施
し

た
こ
と
に
加
え
、
東
街
区
再
開
発
事

業
等
が
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市

債
残
高
は
増
加
す
る
と
推
計
す
る

が
、
市
債
返
済
額
を
表
す
指
標
は
県

内
に
お
い
て
も
低
い
水
準
を
保
っ
て

お
り
、
今
後
も
円
滑
な
償
還
が
で
き

る
財
政
経
営
を
心
掛
け
て
い
く
。

答

子
ど
も
の
命
を
守
る
街
づ
く
り
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
よ
り
整
備
さ
れ

る
三
島
市
家
庭
総
合
支
援
拠

点
は
、
虐
待
へ
の
対
応
を
担
う
非
常

に
大
切
な
拠
点
と
な
る
。
専
門
性
の

高
い
人
材
を
配
置
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
が
、市
の
見
解
を
伺
う
。

問

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

に
配
置
す
る
職
員
に
は
職
務

を
適
正
に
遂
行
で
き
る
能
力
が
求
め

ら
れ
る
た
め
、
社
会
福
祉
士
や
学
校

教
諭
な
ど
の
有
資
格
者
で
あ
る
正
規

職
員
お
よ
び
会
計
年
度
任
用
職
員
の

人
員
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
県

主
催
の
研
修
参
加
に
よ
る
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
な
ど
の
機
能
強
化
を
図
る
。

答

観
光
振
興
の
推
進

三
島
市
は
観
光
交
流
客
数
は

増
え
て
い
る
も
の
の
、
観
光

客
の
消
費
額
が
少
な
く
稼
ぐ
観
光
に

は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
昨
年
度

行
わ
れ
た
観
光
動
態
調
査
を
生
か
し

た
観
光
振
興
、
観
光
誘
致
に
取
り
組

む
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
新
年
度
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

問

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
首
都

圏
の
旅
行
会
社
へ
の
営
業
活

動
を
通
じ
て
団
体
旅
行
の
誘
致
を
さ

ら
に
行
い
、
継
続
的
に
国
内
誘
客
を

推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
５
年

間
の
戦
略
方
針
を
定
め
た
三
島
市
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
戦
略
を
基
に
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
情
勢
に
柔
軟
に
対
応
し

な
が
ら
さ
ら
な
る
誘
客
に
努
め
た
い
。

答

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業
を
広
域
健
康
医
療
拠
点
に

再
開
発
事
業
内
の
マ
ン
シ
ョ

ン
を
、
が
ん
セ
ン
タ
ー
な

ど
と
連
携
し
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
時

代
に
先
駆
け
た
最
先
端
の
健
康
マ
ン

シ
ョ
ン
と
す
る
こ
と
で
、
こ
の
あ
た

り
一
帯
の
広
域
健
康
医
療
拠
点
に
し

て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

問

事
業
協
力
者
か
ら
は
先
端
技

術
を
活
用
し
た
健
康
づ
く

り
な
ど
、
将
来
的
な
ま
ち
づ
く
り
の

提
案
も
さ
れ
て
い
る
。
先
端
技
術
を

活
用
し
、
く
ら
し
に
新
た
な
価
値
や

サ
ー
ビ
ス
を
付
加
し
て
い
く
こ
と
は

時
代
の
潮
流
と
も
言
え
る
の
で
、
ウ

エ
ル
ネ
ス
フ
ロ
ン
ト
の
実
現
に
向
け

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答

「
誰
も
置
き
去
り
に
し
な
い
」
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

平
成
31
年
３
月
、
子
ど
も
の

生
活
実
態
調
査
の
結
果
が
公

表
さ
れ
、
子
ど
も
の
貧
困
は
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
現
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
調
査
結
果
を
踏
ま
え

て
、
子
ど
も
の
貧
困
を
な
く
す
た
め

に
新
年
度
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

問

三
島
市
子
ど
も
の
貧
困
対
策

推
進
計
画
に
基
づ
き
、
令
和

２
年
度
に
は
、
学
校
や
地
域
な
ど
を

含
め
た
社
会
全
体
で
生
活
に
困
難
を

抱
え
る
家
庭
に
い
ち
早
く
気
づ
き
、

適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
子
ど
も
の
貧
困
早
期
発

見
ガ
イ
ド
を
作
成
す
る
。

答

改革みしま� 土屋　利絵

フォーラム三島� 佐藤　寛文

法
人
市
民
税
の
減
収
分
を
補
う
「
法
人
事
業
税
」
に
つ
い
て

国
が
税
制
改
正
を
行
い
、
市

の
法
人
市
民
税
が
減
収
と
な

る
。
そ
の
補ほ

填て
ん

財
源
と
し
て
「
法
人

事
業
税
交
付
金
」
を
国
は
措
置
し
、

県
か
ら
１
億
円
が
交
付
さ
れ
る
が
、

こ
の
交
付
額
で
は
不
足
と
な
る
場
合

も
あ
る
。
不
足
が
生
じ
た
場
合
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

問

地
方
交
付
税
の
原
資
と
す

る
た
め
、
法
人
市
民
税
の

税
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
令
和
２
年
度
予
算
で
は
、
約

１
億
２
８
０
０
万
円
の
減
収
が
見
込

ま
れ
る
。
減
収
分
を
補
う
措
置
で
あ

る
法
人
事
業
税
交
付
金
の
額
が
１
億

円
の
見
込
み
で
あ
る
た
め
、
補ほ

填て
ん

や

返
還
は
生
じ
な
い
も
の
と
考
え
る
。

答

三
島
駅
南
口
再
開
発
は
市
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
か

令
和
２
年
度
予
算
に
お
い

て
、
事
業
計
画
作
成
費
と
し

て
準
備
組
合
へ
の
補
助
金
と
、
経
済

波
及
効
果
調
査
を
行
う
委
託
料
が
あ

る
が
、
導
入
施
設
な
ど
が
確
定
し
て

い
な
い
段
階
で
の
調
査
は
意
味
が
な

い
と
考
え
る
。
な
ぜ
予
算
に
計
上
し

た
の
か
を
伺
う
。

問

都
市
計
画
決
定
後
の
事
業
進

捗
に
伴
い
、
施
設
計
画
の
精

度
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
段
階

で
事
業
の
効
果
の
一
つ
と
し
て
経
済

波
及
効
果
を
算
出
す
る
こ
と
で
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
事
業
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
考
え
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

答

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
利
用
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｐ
Ｊ
）

こ
の
Ｐ
Ｊ
は
交
通
機
関
の
効

果
的
運
行
、
利
便
性
の
向
上

と
利
用
拡
大
を
検
討
す
る
場
だ
が
、

路
線
空
白
地
域
が
未
だ
に
残
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
Ｐ
Ｊ
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
２
０
２
１
年
ま
で
に
空
白
地
域

の
利
便
性
を
ど
の
よ
う
に
向
上
さ
せ

る
の
か
。

問

市
の
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
に
お
い
て
、
収
支
上
の

課
題
路
線
や
空
白
地
域
を
カ
バ
ー
す

る
、
せ
せ
ら
ぎ
号
な
ど
市
の
バ
ス
運

行
事
業
の
ル
ー
ト
検
討
の
ほ
か
、
地

域
住
民
と
の
協
働
体
制
と
運
行
維
持

の
た
め
の
ル
ー
ル
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
地
域
と
共
に
利
用
促
進
に
向
け

た
機
運
を
醸
成
し
て
い
く
。

答

日本共産党議員団� 服部　正平



建 設 か ら 25 年 経 っ て お り、
ファシリティマネジメント検

討委員会で民間への売却という意見
もあったようだが、今後どのような
方向性を考えているのか。

Q

令和２年度に、三島市児童発達支援事業所「に
こパル」を錦田こども園内幼稚園棟に移設する

が、その跡地の利用についてはどう考えているか。

Q

マイナンバーカードの普及率の
現状と推移は。Q

県内他市では、都市計画道路について廃
止も含めて検討するという見解が出され

ているところもあるが、本市における再検証業
務の内容および未着手で効果の上がらない路線
などについて、どのような方針なのか。

Q

検討委員会では、運営方法に
ついて指定管理者制度や完全

な民間委託についても検討したが、
個別施設計画へ反映していく中で、
庁舎の建て替えがはっきりするまで
は市営駐車場は現状のまま必要であ
るという結論に至った。

A

 「にこパル」の跡地利用については、今後、庁
内で協議を行っていくが、待機児童の解消を図

るため、保育所等を運営する社会福祉法人等に売却も
しくは貸与するなど、小規模保育所等としての活用も
考えている。

A

３月１日現在、マイナンバーカー
ドは市民 21,132 件の申請で、申

請率 19.15％、推移については、１年間
で約１％の伸びである。導入当初は普及
率が上がったが、２年目以降は、年間
同じような数値で増えている。国の主
導での消費活性化策や保険証との連動
などと併せ、広報を強化するとともに、
持つことの利便性やメリットを増やし
ていきたい。

A

必要性の検証については、平成 23・24 年
度に実施したが、平成 31 年 2 月に 6 市

4 町のパーソントリップ調査が終了し、20 年後
の交通ビジョンが出てきた中で再検証を行うも
のである。県のガイドラインに沿って、21 路線
のうち未着手区間のある 9 路線について、重点
的に再検証していく。廃止などの方針について
も再検証の結果をもとに検討する。

A

災害時のどのような不具
合を解消するものか。Q
場所は、大場川の支流と
なる山田川・沢地川・夏

梅木川・御殿川の４カ所に年次
で監視カメラを設置していきた
いと考えており、令和２年度は
１カ所分の予算要求をしている。
令和元年東日本台風（台風 19
号）の際、これらの中小河川もか
なり増水し、氾濫の一歩手前と
なったが、災害対策本部に送ら
れるのは消防団が撮影したカメ
ラの静止画のみで動画で見られ
ず実情をつかめないことがあっ
たため、河川の状態を監視カメ
ラで把握できるようにしたい。

A

河川等監視装置
� 設置業務委託

市営中央駐車場の
� 今後の方向性

発達支援施設整備事業

マイナンバーカード普及事業

都市計画道路の必要性の再検証

所管
　一般会計
　国民健康保険特別会計
　介護保険特別会計
　後期高齢者医療特別会計

議
会
が
チ
ェ
ッ
ク
！ 

▼
▼
▼

各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
所
管
す
る
各
分
野
に
つ
い
て
詳
し
く
審
査

し
ま
し
た
。
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

予
算
審
査

福祉教育委員会�3 月 4・5 日

総務委員会�3 月 6・9 日

所管
　一般会計
　墓園事業特別会計
　駐車場事業特別会計
　水道事業会計
　下水道事業会計

所管
　　一般会計

　委員会での審査の経過な
らびに結果について、２月
定例会の最終日（３月 17
日）に各委員長が報告しま
した。
　市議会ホームページの録
画映像にてご覧いただけま
す。

予 算審査

経済建設委員会� 3 月 2・3 日

小学校５校でタブレットを導入するとのことだが、発
注方法はどうなっているか。またタブレットにどのよ

うなソフトが入っていて、どのような使い方ができるのか。
Q

タブレットの導入にあたっては、端末を納入する会社
とリース契約を結ぶ会社、市との三者契約となるが、

それぞれ、公開見積もり合わせで発注先を決めている。タブ
レットに導入されるソフトとしては、例えばスカイメニューク
ラスというソフトがあり、教師が用意したプリントを生徒のタ
ブレットに写して、生徒がタブレットに書き込んだものを今度
は電子黒板に写してみるような使い方ができるものである。

A

コンピュータ整備事業
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各
小
中
学
校
ト
イ
レ
改
修
事
業　
　

 
�

１
億
８
９
８
７
万
９
千
円

各
中
学
校
屋
上
防
水
改
修
事
業

�

１
億
７
４
２
９
万
８
千
円

文
部
科
学
省
の
学
校
施
設
環
境
改
善

交
付
金
事
業
の
内
定
を
受
け
、
令
和
２

年
度
に
予
定
し
て
い
た
計
画
を
前
倒
し

し
て
実
施
し
ま
す
。

主
な
質
疑

質
疑
対
象
校
の
選
定
理
由
は

答
弁
ト
イ
レ
改
修
は
当
初
、
便
器
の

洋
式
化
と
床
の
ド
ラ
イ
化
が
済
ん
で
い

な
い
19
校
の
施
設
を
対
象
と
し
て
建
築

年
の
古
い
順
に
改
修
す
る
計
画
だ
っ
た

が
、
現
地
調
査
を
行
い
、
老
朽
度
の
高

い
学
校
は
計
画
を
前
倒
し
す
る
見
直
し

令
和
元
年
人
事
院
勧
告
に
準
じ
、
特

別
職
の
職
員
（
市
長
、
副
市
長
お
よ
び

教
育
長
）
の
給
与
に
関
し
て
、
期
末
手

当
の
額
を
年
間
０
・
０
５
月
分
引
き
上

げ
る
た
め
の
改
正
を
行
い
ま
す
。

（
公
布
の
日
か
ら
施
行
）

主
な
質
疑

質
疑
他
市
町
の
状
況
を
踏
ま
え
引
き

上
げ
は
妥
当
か

答
弁
昨
年
12
月
１
日
現
在
で
は
、
三

島
市
を
含
む
県
内
23
市
中
14
市
が
支
給

月
数
に
す
る
と
０
・
０
５
月
か
ら
０
・

１
５
月
の
間
で
改
定
を
行
っ
て
い
る
。

県
内
の
同
規
模
人
口
市
で
あ
る
掛
川

市
、
島
田
市
、
富
士
宮
市
お
よ
び
焼
津

市
に
つ
い
て
も
条
例
案
を
上
程
し
、
可

決
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
県
下
の
同

規
模
人
口
市
の
状
況
か
ら
も
、
期
末
手

当
の
支
給
月
数
の
引
き
上
げ
は
妥
当
と

判
断
し
て
い
る
。

幼
稚
園
で
行
う
預
か
り
保
育
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
、
午
前
７
時
30
分
か
ら
８

時
30
分
ま
で
お
よ
び
午
後
５
時
か
ら
６

時
ま
で
の
時
間
帯
を
新
設
す
る
ほ
か
、

利
用
料
の
改
正
を
行
い
ま
す
。

（
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
）

主
な
質
疑

質
疑
預
か
り
保
育
の
利
用
状
況
は

答
弁
今
年
度
１
月
末
現
在
で
延
べ

１
万
６
８
０
０
人
が
利
用
し
、
そ
の
う

ち
試
行
的
に
実
施
し
て
い
る
北
幼
稚
園

の
午
後
５
時
以

降
の
利
用
者
は

延
べ
４
１
６
人

で
あ
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
専
用
区
画
の

面
積
を
児
童
１
人
に
つ
き
お
お
む
ね

１
・
６
５
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る

設
備
基
準
の
適
用
を
猶
予
す
る
経
過
措

置
に
つ
い
て
、
令
和
７
年
３
月
31
日
ま

で
延
長
す
る
改
正
を
行
い
ま
す
。

（
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
）

主
な
質
疑

質
疑
今
後
の
見
通
し
と
対
応
は

答
弁
現
状
で
面
積
基
準
を
満
た
し
て

い
な
い
沢
地
小
学
校
区
お
よ
び
中
郷
小

学
校
区
の
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。
今

後
も
面
積
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
学

区
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
整
備
を
進

め
て
い
く
。

を
行
い
、
対
象
校
を
選
定
し
て
い
る
。

　

屋
上
防
水
改
修
事
業
は
、
文
部
科
学

省
発
出
の
解
説
書
と
平
成
30
年
度
に
実

施
し
た
劣
化
状
況
調
査
の
結
果
、
雨
漏

り
等
の
状
況
に
基
づ
き
、
特
に
老
朽
度

が
高
い
中
郷
中
学
校
と
中
郷
西
中
学
校

の
２
校
を
選
定
し
た
。

【その他歳出の主な内容】
人事院勧告に伴う人件費� 2,205 万 7,000 円
財政調整基金積立金� 1,000 万円
三島駅北口線建設事業� 6,000 万円
清住緑地拡張整備事業� 1,120 万円
住民啓発、教育事業
（総合防災マップ全戸配布）� 280 万円
GIGAスクール推進事業（小学校）
� ３億 2,162 万 8,000 円
GIGAスクール推進事業（中学校）
� １億 5,624 万 9,000 円

　

  

人
事
案
件
に
同
意

【
三
島
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
】

�

鈴す
ず
木き　

勝か
つ

博ひ
ろ
氏
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議案審議の
概要

今回の議案は…
 市長提出議案　51 件
 議会提出議案　 1 件

詳細は
三島市議会 検索

教
育
施
設
の

�

改
修
を
行
い
ま
す

Pick up 1
一般会計予算を

増額補正

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

�

経
過
措
置
期
間
を
延
長

Pick up 2
条例改正

預
か
り
保
育
を

�

時
間
延
長
し
ま
す

Pick up 3
条例改正

令和２年
２月定例会
２月18日～３月17日

会期：29日間

三島市議会

詳細は、三島市議会ホーム
ページをご覧ください。

特
別
職
の
職
員
の

�

期
末
手
当
を
見
直
し

条例改正

Pick up 4

〈議第 23 号〉
三島市放課後児童健全育成事業の
設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例（賛
成多数）

Pick up 2

〈議第 31 号〉
三島市立幼稚園保育料等徴収条例
の一部を改正する条例（賛成多数）

Pick up 3

〈議第 27 号〉
三島市特別職の職員の給与に関す
る条例の一部を改正する条例（賛
成多数）

Pick up 4

■今回の議案は…

市長提出議案42件
議会提出議案１件
陳情　　　　１件

〈議第９号〉
【令和元年度三島市一般会計補正
予算（第８号）】（賛成多数）
■補正予算額　
　２億 2,978 万 9,000 円

〈議第 42 号〉
【令和元年度三島市一般会計補正
予算（第９号）】（賛成多数）
■補正予算額
　４億 7,675 万 3,000 円

Pick up 1

空き家対策における主眼を、中古住宅の流通と利用促進とし、自治会等との情報共有と不動産業者や広告宣伝等の媒体の活用を図るとともに、「空き家対策協議会」を立ち上げ、具体的な協議を行うことを要望する。

要望

現市庁舎は建設から 59 年が経過し

ており、早期の建設開始を要望する

が、建設に当たっては次の各項目を真摯に検

討していただきたい。①十分な駐車場の設置�

②分散している各施設を可能な限り 1 カ所に

集中させる　③高齢者障がい者にとっても使

いやすい、ユニバーサルデザインの採用 ④庁

舎の中に収益が上がる機能を持たせる（喫茶・

コンビニ機能等）　⑤交通アクセスの確保

要望

現在、空き家を含めた中古住宅の流通促進や、空き家の有効活用・適正管理を図るための取り組みなどを行っている。自治会等との情報共有については、空き家発生の抑制や早期の対応において地元自治会等との連携が必要不可欠であるため、今後検討していきたい。また、法律に基づく協議会の設置については、必要に応じて組織していきたいと考える。

回答
現在、新庁舎建設に向けて検討を始

めており、市民アンケートの実施や

市民会議を通じて、新庁舎に求める機能や規

模、候補地などについて検討していく予定で

ある。５つの項目についても、十分に検討し

ていきたい。

回答

受け入れ可能数を増やすための保育

人材の確保が急務である。シルバー

世代や、家庭にいる主婦などの有資格者の活

用、三島へ人材を呼び込むための魅力ある施

策の促進など、保育・幼児教育を市の重要課

題と位置づけていただきたい。

要望

女性の社会進出等に伴い、少子化が

進む中にあっても保育需要が伸びて

いる状況であることから、待機児童等の解消

は喫緊の課題であると認識している。幼児期

の教育および保育が、子どもの生涯にわたる

人材形成の基礎を培う上で重要でものである

ことを鑑み、今後も保育施設の設置や保育人

材の確保等についてさまざまな施策を講じて

いく。

回答

「保育人材の確保を」

「空き家対策における協議会の設置を」

「市役所新庁舎の早期建設を」

議
会
報
告
会
で
の
要
望
に
対
し
、
市
か
ら
の
回
答
が
届
き
ま
し
た

令和元年 11 月に開催した
議会報告会でいただいた

ご意見のうち、特に重要と
思われるものを１月 16 日

に要望として市長に提出し、
２月６日に回答書が
提出されました。



一般質問ここが
 聞きたい！

村
田
　
耕
一
（
公
明
）

家
庭
児
童
相
談
室
の
体
制
の
拡
充
を

Q
改
正
児
童
虐
待
防
止
法
が
４
月
か
ら
運
用
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
児
童
虐
待
等
の
相
談
体
制
の
拡
充
が
求
め
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
策
を
伺
う
。

A
児
童
虐
待
の
防
止
と
対
応
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
総
合
相
談
・
支
援

体
制
の
強
化
を
図
る
た
め
、

子
ど
も
の
福
祉
に
関
す
る
支

援
全
般
を
担
う
機
能
を
有
す

る
組
織
と
し
て
、
家
庭
児
童

相
談
室
を
包
含
す
る
子
ど
も

家
庭
総
合
支
援
拠
点
を
令
和

３
年
度
に
設
置
し
て
い
く
。

三
島
駅
南
北
自
由
通
路
の
具
体
的
進
展
の
可
能
性

Q
平
成
５
年
頃
か
ら
橋
上
式
、
地
下
式
、
引
込
線
ル
ー

ト
を
約
６
千
万
円
か
け
調
査
し
検
討
し
て
き
た
が
、
平
成

23
年
に
白
紙
化
。
状
況
に
変
化
は
あ
る
か
。

A
貨
物
引
込
線
ル
ー
ト
の
白
紙
化
以
降
、
市
民
要
望
の

強
い
三
島
駅
の
南
北
を
直
接
結
ぶ
中
央
ル
ー
ト
案
を
模
索

し
て
い
る
も
の
の
、
状
況
に
大
き
な
変
化
は
な
く
、
実
現

性
の
あ
る
具
体
的
な
計
画
案
の
立
案
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

鉄
道
事
業
者
等
と
の
協
議
を
継
続
し
な
が
ら
、
実
現
の
可

能
性
を
探
っ
て
い
る
。

甲
斐
　
幸
博
（
緑
水
会
）

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
対
策

Q
全
世
界
か
ら
三
島
市
に
大
勢
の
方
々
が
集
ま
る
。
玄

関
口
と
な
る
三
島
市
は
、「
お
も
て
な
し
」
が
必
要
と
な
る

が
、
対
策
を
伺
う
。

A
大
会
期
間
中
の
観
光
客
等
へ
の
「
お
も
て
な
し
」
と

し
て
は
、
三
島
駅
南
口
に
お
け
る
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
に
よ

る
暑
さ
対
策
や
、
臨
時
の
観
光
案
内
ブ
ー
ス
開
設
の
検
討
、

多
言
語
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
よ
る
飲
食
店

等
の
紹
介
な
ど
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入
の
取
り
組
み

Q
学
校
と
保
護
者
、
地
域
の
方
の
意
見
を
学
校
運
営
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長
を
支

え
る
た
め
の
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

A
子
ど
も
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
や
見
方
か
ら
解
決
の
方

策
を
考
え
、
協
議
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
こ
れ
ま
で

解
決
が
困
難
で
あ
っ
た
課
題

も
解
決
の
方
策
を
見
い
だ
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

た
め
、
子
ど
も
の
豊
か
な
成

長
を
支
え
る
取
り
組
み
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

佐
野
　
淳
祥
（
改
革
み
し
ま
）

大
き
く
変
わ
る
中
心
市
街
地
の
中
長
期
計
画
策
定
を

Q
三
島
駅
南
口
再
開
発
、
市
役
所
建
て
替
え
、
裾
野
市

ト
ヨ
タ
実
証
都
市
な
ど
、
中
心
市
街
地
の
役
割
が
変
貌
す

る
今
後
10
年
の
中
長
期
計
画
を
求
め
る
が
、
ど
う
か
。

A
社
会
経
済
環
境
の
変
化
や
周
辺
の
開
発
動
向
な
ど
を

注
視
し
つ
つ
、
三
島
商
工
会
議
所
、
商
店
街
連
盟
と
も
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
持
続
的
に
発
展
で
き
る
大
通
り
商
店

街
を
は
じ
め
中
心
市
街
地
の
活
性
化
の
方
向
性
に
つ
い
て
、

第
５
次
総
合
計
画
へ
の
位
置
付
け
を
検
討
し
て
い
く
。

保
育
士
確
保
で
待
機
児
童
約
２
０
０
人
の
解
消
を

Q
公
立
保
育
園
の
保
育
士
募
集
に
は
定
員
５
倍
以
上
の

28
人
が
応
募
し
た
が
、
民
間
保
育
園
は
保
育
士
確
保
に
苦

慮
し
て
い
る
。
支
援
が
必
要
だ
が
、
ど
う
か
。

A
民
間
保
育
所
等
の
保
育
士
募
集
を
市
も
情
報
提
供
で

き
る
よ
う
調
整
を
図
る
と
と
も

に
、
静
岡
県
社
会
福
祉
人
材
セ

ン
タ
ー
の
保
育
士
無
料
職
業
紹

介
事
業
、
国
の
保
育
士
宿
舎
借

り
上
げ
支
援
事
業
費
補
助
金
制

度
お
よ
び
市
の
奨
学
金
返
還
支

援
事
業
の
活
用
を
呼
び
掛
け
、

保
育
士
確
保
の
支
援
に
努
め
て

い
く
。

沈
　
久
美
（
新
政
会
）

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
に
丁
寧
な
説
明
と

市
民
参
加
を
も
っ
て
市
民
合
意
へ

Q
再
開
発
事
業
は
都
市
計
画
決
定
間
近
だ
が
市
民
合
意

に
至
っ
て
い
な
い
感
が
あ
る
。
南
北
自
由
通
路
も
含
め
、

合
意
を
目
指
す
慎
重
な
対
応
が
図
れ
な
い
か
。

A
南
北
自
由
通
路
を
整
備
し
た
場
合
の
費
用
対
効
果
を

改
善
す
る
た
め
、
ま
ず
は
東
街
区
の
事
業
を
早
期
に
完
了

し
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
権

利
者
の
協
力
と
事
業
者
の
参
画
の
２
つ
が
そ
ろ
う
機
会
は

貴
重
で
あ
る
の
で
、
市
民
の
意
見
を
踏
ま
え
丁
寧
に
事
業

の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

Q
都
市
計
画
に
関
す
る
説
明
と
し
て
、
プ
ロ
セ
ス
の
開

示
や
公
開
討
論
な
ど
の
工
夫
を
望
む
が
、
市
民
の
声
は
ど

こ
ま
で
計
画
に
反
映
さ
れ
る
の
か
。

A
都
市
計
画
に
係
る
説
明
や
意
見
等
を
伺
う
こ
と
が
基

本
と
な
る
が
、
頂
く
意
見
等
は
多
岐
に
渡
る
と
予
想
さ
れ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

都
市
計
画
の
決
定
・
変

更
の
手
続
き
に
係
る
内

容
の
ほ
か
、
事
業
計
画

や
導
入
施
設
な
ど
に
係

る
内
容
は
、
今
後
、
施

設
計
画
等
を
検
討
す
る

た
め
の
参
考
意
見
と
し

て
伺
い
た
い
。

石
井
　
真
人
（
新
政
会
）

三
島
駅
前
再
開
発
事
業
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
見
直
し
を

Q
駅
前
集
約
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
再
開
発
事
業
を

自
動
運
転
が
軸
の
郊
外
型
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
連
携
で
き

る
よ
う
、
計
画
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
自
動
運
転
等
が
普
及
す
る
将
来
で
も
、
交
通
結
節
点

で
あ
る
三
島
駅
前
の
重
要
性
や

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
施
策
の
必

要
性
は
変
わ
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。
定
住
人
口
、
交
流
人
口

増
加
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
と
市
域

全
体
へ
の
経
済
波
及
効
果
を
生

み
出
し
、
市
民
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
事
業
と
な
る
よ
う
取
り

組
み
た
い
。

三
島
駅
ロ
ー
タ
リ
ー
の
改
善
を
再
開
発
に
含
ま

な
い
理
由

Q
今
の
駅
前
は
交
通
の
結
節
点
と
し
て
不
便
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
送
迎
レ
ー
ン
な
ど
乗
降
し
難
い
現
状
の
駅

前
ロ
ー
タ
リ
ー
を
改
善
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

A
三
島
駅
南
口
広
場
の
抜
本
的
な
改
善
に
は
、
広
範
囲

の
基
盤
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
構
想
は
過
去
に

検
討
さ
れ
た
が
、
事
業
規
模
が
過
大
な
ど
の
理
由
で
断
念
し

た
経
緯
が
あ
る
。
な
お
、
南
口
広
場
機
能
の
一
部
は
、
現
在
、

ス
ロ
ー
プ
を
設
置
す
る
な
ど
の
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

河
野
　
月
江
（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
に
関
す
る
情
報
公
開

Q
計
画
で
は
、
権
利
変
換
資
産
額
が
市
の
土
地
約

10
億
６
千
万
円
、
民
間
の
土
地
約
５
億
４
千
万
円
、
建
物

約
８
億
７
千
万
円
だ
が
、
算
定
根
拠
を
伺
う
。

A
登
記
情
報
等
に
よ
り
現
状
把
握
を
行
っ
た
上
で
、
土

地
価
格
は
路
線
価
を
参
考
に
、

建
物
価
格
は
構
造
・
築
年
数

を
踏
ま
え
、
事
業
協
力
者
募

集
の
際
に
設
定
し
た
概
算
の

権
利
変
換
資
産
額
で
あ
る
。

今
後
、
実
施
予
定
の
土
地
・

建
物
の
詳
細
な
調
査
を
行
う

こ
と
で
、
よ
り
精
度
の
高
い

も
の
に
な
る
と
考
え
る
。

市
街
地
再
開
発
事
業
の
補
助
金
か
さ
上
げ
の
説
明
は

Q
立
地
適
正
化
計
画
に
定
め
る
中
心
拠
点
施
設
を
導
入

す
る
事
業
の
た
め
補
助
金
が
か
さ
上
げ
投
入
さ
れ
る
こ
と

が
、
市
民
に
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
が
ど
う
か
。

A
１
・
３
５
倍
の
か
さ
上
げ
は
国
の
交
付
金
制
度
で
設
け

ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
事
業
協
力
者
募
集
の
準
備
段

階
か
ら
、
議
員
に
は
か
さ
上
げ
を
前
提
と
し
た
モ
デ
ル
案

を
作
成
し
、
お
示
し
し
て
い
る
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

事
業
の
節
目
節
目
に
お
い
て
、
事
業
費
等
に
つ
い
て
も
丁

寧
に
説
明
し
た
い
と
考
え
る
。

他
の
質
問
事
項

循
環
バ
ス
「
せ
せ
ら
ぎ
号
」
延
伸
実
証
実
験
の
課
題

他
の
質
問
事
項

後
付
け
安
全
運
転
支
援
装
置
設
置
費
補
助
金
の
検
討

他
の
質
問
事
項

ス
マ
ー
ト
市
役
所
の
推
進

他
の
質
問
事
項

立
案
か
ら
40
年
、
関
係
市
長
四
代
目
の
本
意
を
問
う

他
の
質
問
事
項

公
立
学
校
教
員
へ
の
「
変
形
労
働
時
間
制
」
導
入

他
の
質
問
事
項

長
期
財
政
計
画
を
決
算
に
合
わ
せ
修
正
で
き
な
い
か
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宮
下
　
知
朗
（
新
未
来
21
）

オ
リ
・
パ
ラ
開
催
期
間
中
に
楽
寿
園
無
料
開
放
を

Q
街
中
の
回
遊
を
促
し
「
せ
せ
ら
ぎ
と
緑
」
あ
ふ
れ
る

三
島
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
に
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
く

た
め
、
楽
寿
園
を
無
料
開
放
し
て
は
ど
う
か
。

A
楽
寿
園
入
園
料
は
楽
寿
園
運
営
に
係
る
経
費
の
貴
重

な
財
源
で
あ
る
た
め
、
無
料
開

園
日
は
記
念
日
な
ど
年
間
８
日

間
に
限
定
し
て
い
る
が
、
期
間

中
の
無
料
開
園
は
街
中
の
回
遊

を
促
す
こ
と
に
非
常
に
効
果
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
楽

寿
園
運
営
委
員
会
の
意
見
も
伺

い
な
が
ら
検
討
す
る
。

市
内
小
中
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の
効
果

Q
平
成
27
年
度
に
導
入
以
降
、
県
内
ト
ッ
プ
の
整
備
率

を
誇
る
小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
は
、
児
童
生
徒
や
教
員

に
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
。

A
国
の
計
画
に
沿
っ
た
整
備
を
進
め
て
お
り
、
電
子
黒

板
や
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導
入
か
ら
２
年
後
の
教
員
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
児
童
・
生
徒
の
学
習
意
欲
や
理
解
度

の
向
上
、
教
員
の
資
料
作
成
な
ど
の
負
担
軽
減
に
効
果
が

あ
る
と
の
意
見
が
多
数
で
あ
り
、
今
後
も
計
画
的
な
整
備

を
進
め
て
い
く
。

藤
江
　
康
儀
（
改
革
み
し
ま
）

本
市
の
防
災
・
減
災
対
策

Q
昨
年
台
風
19
号
の
襲
来
に
よ
り
、
収
容
人
数
の
超
過

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
が
、
指
定

緊
急
避
難
場
所
等
の
改
善
策
を
伺
う
。

A
令
和
元
年
東
日
本
台
風
（
台
風
19
号
）
で
は
市
内
の
一

部
の
避
難
所
に
お
い
て
、
避
難
者

を
収
容
し
き
れ
な
か
っ
た
た
め
、

複
数
の
避
難
所
を
指
定
し
、
周

知
し
て
い
く
。
ま
た
、
校
舎
へ
の

垂
直
避
難
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、

災
害
時
の
学
校
に
お
け
る
鍵
の

解
錠
に
つ
い
て
、
学
校
、
教
育
委

員
会
と
協
議
し
対
応
し
て
い
る
。

死
亡
届
に
伴
う
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
サ
ー
ビ
ス

Q
高
齢
化
時
代
を
迎
え
、
ご
遺
族
も
高
齢
化
す
る
中
、

死
亡
届
に
伴
う
手
続
き
の
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
設
置
で
き
な
い
か
。

A
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
が
、
現
状
で
は
設
置
場
所

を
確
保
す
る
こ
と
か
ら
検
討
す
る
。
今
で
き
る
取
り
組
み

と
し
て
、
手
続
き
に
役
立
つ
お
く
や
み
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

作
成
し
て
い
る
。
将
来
的
に
は
死
亡
届
の
た
め
の
窓
口
の

設
置
を
目
標
と
す
る
中
で
、
同
様
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
行

え
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

古
長
谷
　
稔
（
新
政
会
）

次
世
代
が
夢
を
描
け
る
大
場
地
区
開
発

可
能
性
調
査

Q
今
回
９
０
０
万
円
投
資
す
る
の
な
ら
、
課
題
を
整
理

し
つ
つ
、
こ
の
土
地
に
ど
ん
な
夢
が
描
け
る
か
、
可
能
性

を
広
げ
る
た
め
の
調
査
を
依
頼
し
て
は
ど
う
か
。

A
い
わ
ゆ
る
青
地
で
土
地
利
用
が
制
限
さ
れ
て
い
る
地

域
で
あ
り
、
専
門
事
業
者
に

よ
る
土
地
利
用
の
可
能
性
の

提
案
や
そ
の
概
算
費
用
、
防

災
対
策
や
周
辺
整
備
等
に
係

る
費
用
を
整
理
し
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

土
地
利
用
を
進
め
て
い
く
べ

き
か
ど
う
か
判
断
す
る
た
め

の
検
討
材
料
と
し
た
い
。

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
三
島
駅
南
口
東
街
区

再
開
発

Q
新
政
会
が
実
施
し
た
他
市
町
議
員
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
交
通
結
節
点
機
能
の
強
化
へ
の
期
待
が

95
％
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
に
対
し
見
解
を
問
う
。

A
近
隣
市
町
か
ら
の
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
た
め
の

意
見
と
し
て
受
け
止
め
る
。
再
開
発
事
業
は
三
島
市
の
予

算
で
推
進
す
る
事
業
で
あ
る
た
め
、
三
島
市
民
の
利
益
を

最
優
先
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

岡
田
　
美
喜
子
（
新
未
来
21
）

下
土
狩
文
教
線
改
良
に
伴
う
周
辺
道
路
の
安
全
対
策

Q
道
路
改
良
に
伴
い
、
周
辺
道
路
や
三
島
駅
北
口
広
場

の
渋
滞
緩
和
が
期
待
さ
れ
る
が
、
地
元
説
明
会
で
出
さ
れ

た
要
望
や
問
題
点
に
対
す
る
対
策
を
伺
う
。

A
歩
行
者
の
安
全
対
策
と
し
て
、
周
辺
道
路
の
進
入
禁
止
規

制
時
間
帯
の
延
長
、
歩
車
道
境

界
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
、
近
隣
学

校
と
連
携
し
た
児
童
生
徒
へ
の

周
知
な
ど
に
取
り
組
む
。
ま
た
、

交
通
規
制
変
更
後
の
状
況
を
検

証
し
た
上
で
、
改
め
て
地
元
説

明
会
を
開
催
し
、
必
要
に
応
じ

て
さ
ら
な
る
対
策
を
検
討
す
る
。

高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防
の
具
体
的
な
取
り
組
み

Q
高
齢
者
の
自
立
支
援
策
と
し
て
、
栄
養
・
運
動
・
フ

レ
イ
ル
予
防
な
ど
の
講
座
一
覧
を
作
成
し
て
居
場
所
等
に

周
知
し
、
出
前
講
座
を
し
て
は
ど
う
か
。

A
出
前
講
座
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
各
課
で
実
施
で
き

る
講
話
や
相
談
会
を
集
約
し
、
各
居
場
所
等
で
活
用
で
き

る
よ
う
情
報
提
供
し
て
い
く
。
多
く
の
方
々
に
早
い
段
階

か
ら
フ
レ
イ
ル
予
防
を
意
識
し
て
い
た
だ
き
、
社
会
参
加

や
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
取
り
組
み
を
し
て
い
た
だ

く
よ
う
、
進
め
て
い
き
た
い
。

フ
レ
イ
ル
：
加
齢
に
よ
り
心
身
が
老
い
衰
え
た
状
態
の
こ
と
。
早
く

介
入
し
て
対
策
を
行
え
ば
元
の
健
常
な
状
態
に
戻
る
可
能
性
が
あ
る
。

鈴
木
　
文
子
（
公
明
）

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
向
け
て

Q
市
職
員
の
研
修
実
施
や
、
市
民
へ
の
周
知
に
つ
な
が

る
よ
う
ピ
ン
バ
ッ
ジ
の
着
用
と
名
刺
に
担
当
業
務
の
ア
イ

コ
ン
添
付
な
ど
の
検
討
を
望
む
が
、
い
か
が
か
。

A
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
職
員
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、
ピ

ン
バ
ッ
ジ
の
着
用
も
奨
励
し
て
い
る
。
総
合
計
画
策
定
で
は

各
施
策
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ど
の
ゴ
ー

ル
に
関
係
し
て
い
る
の
か
検
討
し

反
映
で
き
る
視
点
を
取
り
入
れ
、

各
施
策
の
ペ
ー
ジ
に
ア
イ
コ
ン
を

明
示
し
、
市
民
へ
の
周
知
に
つ
な

げ
て
い
く
。

杉
澤
　
正
人
（
新
政
会
）

三
島
駅
南
口
東
街
区
へ
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン 

導
入
の
是
非

Q
市
は
、
計
画
中
の
高
層
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
部
を

区
分
所
有
者
と
し
て
所
有
し
、
通
路
・
外
壁
・
屋
上
部
等

の
共
有
部
分
を
、
共
同
管
理
す
る
の
か
。

A
市
は
事
業
で
整
備
さ
れ
た
立
体
駐
車
場
以
外
の
取
得

は
予
定
し
て
い
な
い
。

市
は
街
区
全
体
の
管
理

組
合
の
一
員
と
し
て
、

維
持
管
理
に
関
与
す
る

想
定
で
あ
る
が
、
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
を
含
む
棟

内
に
は
所
有
権
を
有
し

な
い
た
め
、
そ
の
部
分

の
管
理
に
関
わ
る
こ
と

は
想
定
し
て
い
な
い
。

Q
市
が
管
理
組
合
に
関
与
す
る
と
し
た
ら
ど
の
よ
う
に

関
与
し
、
ど
の
よ
う
な
指
導
・
提
案
・
支
援
を
行
っ
て
い

く
の
か
。

A
今
後
、
事
業
計
画
の
具
体
的
な
協
議
を
行
う
中
で
、

管
理
体
制
等
に
つ
い
て
も
協
議
し
、
竣
工
後
の
円
滑
な
管

理
・
運
営
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
。
ま
た
、
市
は
住

宅
部
分
の
管
理
に
直
接
的
に
関
与
し
な
い
が
、
管
理
組
合

の
一
員
と
し
て
、
意
見
交
換
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ
と

は
可
能
と
考
え
る
。

他
の
質
問
事
項

魅
力
を
伝
え
る
、
映
像
を
用
い
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

他
の
質
問
事
項

学
校
の
学
び
に
つ
い
て

他
の
質
問
事
項

ネ
ッ
ト
で
許
可
申
請
手
続
き
を
完
了
で
き
な
い
か

他
の
質
問
事
項

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進

感
染
症
の
予
防
・
対
策
・
対
応

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
打
撃
を
受
け

た
中
小
企
業
に
対
し
、
雇
用
調
整
助
成
金
や
特
別
貸
付
制

度
な
ど
、
的
確
な
相
談
支
援
が
で
き
な
い
か
。

A
１
月
30
日
か
ら
Ｍｰ

ス
テ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

関
す
る
経
営
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
相
談
体
制
を
整
え
て

い
る
。
ま
た
、
市
内
事
業
所
に
対
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
調
査
を
毎
週
実
施
し
、
市
内
経
済
の
実

態
把
握
に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
国
や
県
の
経
済
対
策
と

連
動
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

Ｍｰ

ス
テ
：
三
島
市
と
三
島
商
工
会
議
所
が
連
携
し
開
設
し
て
い
る
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
経
営
相
談
窓
口
「
み
し
ま
経
営
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

の
通
称
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１月
１６ 日　東部地区市議会議長会
２０ 日　総務委員会
２７ 日　�静岡県地方議会議長連絡協議会・政策研修会
３１ 日　静岡県市議会議長会定期総会

２月
 ６日　令和２年度予算案説明会
１０ 日　�各派代表者会議、議会運営委員会、議案説

明会、議員説明会、議会報告会運営会議、
議会だより編集委員会

１８ 日～３月 １７ 日　２月定例会

１８ 日　各派代表者会議、本会議（議案審議）
２６ 日　議会だより編集委員会
２７ 日・２８ 日　本会議（代表質問）
２８ 日　議会運営委員会

３月
２・３日　経済建設委員会
 ４・５日　福祉教育委員会
 ６・９日　総務委員会
１０ 日　�各派代表者会議、議会運営委員会、議案説明会
１１ ～ １３ 日　本会議（一般質問）
１７ 日　本会議（議案審議）
２３ 日　議会だより編集委員会
２５ 日　議員説明会
３1 日　議会だより編集委員会

議会だより編集委員会
委員長：村田 耕一　　副委員長：甲斐 幸博
委　員：沈 久美、宮下 知朗、佐野 淳祥、
　　　　野村 諒子、河野 月江

議 会 の 活 動

【５月臨時会の予定】
５月15日㈮　常任委員の選任ほか 
【6月定例会の予定】
６月９日㈫　　　　　　議案審議
　　　　16日㈫ 〜 19日㈮　  一般質問
　　　　24日㈬　　　　　　議案審議

　三島市の政務活動費は１人当
たり月額 15,000 円が会派に交付
されており、議会のチェック機
能強化や政策立案能力向上を図
るため、調査研究や資料作成・
購入などの議会活動への補助と
して活用しています。
　収支報告書や活動報告書、領
収書などの写しは、市役所本館
１階の情報公開コーナーに常備
しており、収支報告書について
は市議会ホームページにも掲載
していますので、ぜひご覧くだ
さい。
　なお、令和元年度は改選のた
め、5 月からの執行状況を掲載
しています。改選前の 4 月分に
ついてはホームページをご覧く
ださい。

令和元年度政務活動費執行状況（令和元年 5 月～令和 2 年 3 月）

項　目 新政会 緑水会 新未来21 公　明 改革みしま フォーラム
三島

日本共産党
議員団 合　計

所属議員数 5 4 3 3 3 2 2 22
交付額 825,000 660,000 495,000 495,000 495,000 330,000 330,000 3,630,000
支出額 1,001,931 651,097 488,799 345,516 384,637 326,730 196,289 3,394,999

（単位：人、円）１　会派別執行状況

※支出超過額は各会派の負担とし、残額は市に返還しています。

項　目 新政会 緑水会 新未来21 公　明 改革みしま フォーラム
三島

日本共産党
議員団 合　計

調査研究費 178,280 563,400 207,660 0 206,870 0 0 1,156,210
研修費 288,998 0 224,040 197,942 0 277,380 164,840 1,153,200
広報費 242,747 3,478 2,609 2,609 2,609 1,739 1,739 257,530
広聴費 116,741 0 0 0 0 0 0 116,741
会議費 39,700 0 0 0 0 0 0 39,700

資料作成費 52,846 44,719 32,049 70,927 7,609 14,621 7,992 230,763
資料購入費 71,781 27,500 10,376 74,038 167,549 32,990 21,718 405,952
その他の経費 10,838 12,000 12,065 0 0 0 0 34,903

合　計 1,001,931 651,097 488,799 345,516 384,637 326,730 196,289 3,394,999

（単位：円）２　支出費目別内訳

※すべての会派において要請・陳情活動費、人件費、事務所費に該当する支出はありませんでした。

政務活動費
報告

議長交際費は、議長が市議会
を代表して、外部との交際上
特に必要と認める場合に支出
する経費をいい、その支出内
容や相手が、社会通念上妥当
と認められる範囲内の金額で
支出しています。

議長交際費
令和元年度　支出額

区　分 金　額

会費等 ���� 151,330 円

弔慰金 10,000 円

����� 賛助金 � 15,203 円

�� 合　計 � 176,533 円
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